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戦
時
下
の
部
落
問
題
　
Ⅳ

は
じ
め
に

戦
前
に
お
け
る
部
落
問
題
の
歴
史
的
研
究
の
分
野
に
お
い
て
、
戦
時
下
に
お
け
る

部
落
問
題
の
研
究
は
、
ま
だ
多
く
の
課
題
を
も
っ
て
い
る
し
、
解
明
す
べ
き
問
題
も

多
い
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
な
か
で
戦
時
下
の
融
和
教
育
の
研
究
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
課
題
を
も
っ
て
い

る
の
で
、
こ
れ
を
今
回
の
研
究
テ
ー
マ
に
設
定
し
た
。
そ
の
課
題
は
、

旧
戦
時
下
の
融
和
教
育
は
、
同
じ
融
和
教
育
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
以
前
と
比
べ
て
、

理
念
・
教
育
方
法
・
教
材
な
ど
が
変
化
し
て
い
く
。
そ
の
変
化
と
推
移
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
部
落
問
題
の
あ
り
か
た
を
究
明
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

㈲
戦
時
下
の
教
育
史
の
展
開
過
程
に
位
置
づ
け
て
、
融
和
教
育
が
ど
の
よ
う
に
か
か

わ
っ
て
い
る
の
か
、
と
く
に
学
校
教
育
の
な
か
で
果
た
す
役
割
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

㈱
戦
時
下
の
支
配
層
の
教
育
・
教
化
に
よ
る
支
配
の
方
法
、
意
味
を
把
撞
で
き
る
の

で
は
な
い
か
。

㈲
融
和
教
育
そ
の
も
の
の
地
域
的
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
戦
時
下

の
部
落
問
題
の
地
域
的
特
色
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

倒
最
後
に
、
戦
時
下
の
融
和
教
育
を
研
究
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
ん
に
ち
の
同
和

青

　

　

木

　

　

孝

　

　

寿

教
育
の
も
っ
て
い
る
問
題
点
を
考
え
る
の
に
教
訓
的
な
資
料
を
提
供
し
て
く
れ
る
の

で
は
な
い
か
。

な
ど
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

筆
者
は
、
大
正
か
ら
昭
和
期
、
主
と
し
て
日
中
戦
争
斯
以
前
に
主
限
を
お
い
て
二

つ
の
融
和
教
育
の
小
論
を
書
い
た
が
、
戦
時
下
融
和
教
育
（
同
和
教
育
）
に
つ
い
て

は
部
落
問
題
研
究
所
編
『
部
落
問
題
の
教
育
史
的
研
究
』
所
収
の
安
川
寿
之
輔
氏
の

論
考
に
み
る
方
法
論
、
季
刊
『
同
和
教
育
運
動
』
1
3
の
谷
口
幸
男
氏
「
和
歌
山
県
に

お
け
る
融
和
教
育
の
展
開
」
に
お
け
る
地
域
融
和
教
育
史
の
実
証
的
研
究
、
ま
た
最

近
の
天
野
卓
郎
氏
著
『
近
代
日
本
の
教
育
と
部
落
問
題
Ⅰ
広
島
地
方
を
中
心
と
し

て
』
（
部
落
問
題
研
究
所
刊
）
の
社
会
運
動
と
結
合
し
た
把
蛙
な
ど
に
触
発
さ
れ
た
。

こ
れ
か
ら
日
中
戦
争
以
後
戦
時
下
に
焦
点
を
当
て
て
記
述
し
て
い
き
た
い
。

l
　
日
中
戦
争
下
の
融
和
教
育

侶
　
「
融
和
事
業
完
成
十
ケ
年
計
画
」
以
後

融
和
教
育
と
は
、
部
落
氏
自
身
の
自
覚
的
解
放
で
あ
る
水
平
社
運
動
に
対
応
し

て
、
支
配
者
側
に
よ
っ
て
す
す
め
ら
れ
た
融
和
事
業
・
融
和
運
動
の
一
環
と
し
て
展

開
さ
れ
た
教
育
で
あ
る
。
融
和
教
育
の
一
般
的
特
徴
は
、
①
内
務
省
・
厚
生
省
・
文
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部
省
を
通
じ
て
常
に
指
導
さ
れ
、
上
か
ら
お
ろ
さ
れ
て
き
た
理
論
・
方
法
に
よ
る
教

育
で
あ
る
④
し
た
が
っ
て
本
質
的
に
国
家
目
的
・
政
治
目
的
に
追
随
し
、
国
家
主
義

教
育
の
一
環
で
あ
る
◎
天
皇
の
「
赤
子
」
で
あ
る
国
民
の
な
か
に
差
別
が
あ
っ
て
ほ

な
ら
な
い
と
い
う
観
点
か
ら
教
育
の
目
的
を
考
え
る
④
基
本
的
人
権
と
い
う
認
識
よ

り
も
部
落
対
策
を
す
す
め
る
手
段
と
し
て
教
育
実
践
を
す
る
㊤
差
別
を
部
落
と
部
落

外
に
あ
る
封
建
時
代
か
ら
の
因
襲
と
し
て
観
念
的
に
と
ら
え
る
④
心
が
ま
え
を
強
調

す
る
特
別
な
修
身
教
育
で
あ
る
、
な
ど
が
顕
著
で
あ
る
。

一
九
三
五
年
（
昭
和
一
〇
）
六
月
、
「
融
和
事
業
完
成
十
ケ
年
計
画
」
が
決
定
彿

れ
、
融
和
事
業
が
国
家
的
規
模
で
と
り
く
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
融
和
教
育
も
l

段
と
強
調
さ
れ
る
。
す
で
に
前
年
一
九
三
四
年
、
長
野
県
の
融
和
団
体
、
信
濃
同
仁

（ママ）

会
は
、
「
統
整
あ
る
運
動
の
下
に
融
和
教
育
の
実
演
を
拳
ぐ
」
べ
く
、
融
和
教
育
研

（江1）

究
会
の
鼠
線
化
に
と
り
く
ん
で
い
た
が
、
翌
l
九
三
五
年
（
昭
和
一
〇
）
一
一
月
の

同
会
一
五
周
年
記
念
大
会
で
も
「
融
和
事
業
完
成
十
ケ
年
計
画
を
堅
持
」
し
、
融
和

（2）

教
育
研
究
会
の
組
織
化
を
決
議
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

コ
「
外
廓
施
設

（
イ
）
、
同
胞
融
和
ノ
基
礎
観
念
ク
ル
人
格
尊
重
国
民
一
体
ノ
精
神
ヲ
頼
義
ス
ル

為
、
各
種
ノ
学
校
二
於
テ
適
切
ナ
ル
施
設
ヲ
講
ズ
ル
ト
共
こ
、
之
ガ
科
学

的
系
統
的
研
究
調
査
ヲ
遂
ゲ
各
般
ノ
実
践
教
育
ヲ
通
ジ
、
協
同
一
体
ノ
融

和
精
神
ヲ
体
現
セ
シ
ム
ル
コ
ト
」

（3）

と
あ
り
、
そ
し
て
三
六
年
（
昭
和
〓
）
一
月
中
旬
に
は
、

「
本
会
十
五
周
年
記
念
大
会
の
決
議
に
基
き
、
中
央
主
催
教
育
者
融
和
事
業
詩

習
会
出
席
者
を
始
と
す
る
各
教
育
者
を
組
織
員
と
し
て
、
融
和
教
育
研
究
会
を
鼠

織
す
べ
く
準
備
中
の
処
、
本
月
中
旬
青
年
聯
盟
拡
大
委
員
会
と
前
後
し
て
、
之
が

結
成
式
を
挙
ぐ
る
運
び
と
な
っ
た
。
」

と
あ
り
、
「
完
成
十
ケ
年
計
画
」
の
制
定
に
よ
っ
て
の
も
っ
と
も
大
き
な
変
化
は
、

長
野
県
で
恒
常
的
な
融
和
教
育
研
究
会
の
組
織
化
を
す
す
め
た
こ
と
で
あ
る
。

昭
和
十
一
年
度
信
濃
同
仁
会
事
業
計
画
の
教
育
教
化
施
設
の
項
に
、
「
教
育
者
融

和
事
業
講
習
会
受
貴
著
ヲ
中
心
ト
ス
ル
敵
軒
数
官
許
許
倉
ヲ
設
置
シ
」
（
雛
鮎
）
と
あ

（4）
る
。
し
か
し
実
際
の
発
足
は
も
う
す
こ
し
の
ち
の
よ
う
で
あ
る
。

中
央
で
も
中
央
融
和
事
業
協
会
（
以
下
、
中
融
協
と
略
す
）
は
、
全
国
な
融
和
教

育
の
組
織
の
必
要
な
こ
と
、
融
和
教
育
に
つ
い
て
「
画
期
的
な
運
動
」
を
起
こ
す
こ

（5）

と
を
、
l
九
三
七
年
（
昭
和
一
二
）
に
向
け
て
構
想
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
ろ

長
野
県
で
は
融
和
教
育
講
習
会
が
組
織
的
に
開
か
れ
て
い
る
。
三
七
年
一
月
二
三
・

二
四
日
、
「
融
和
問
題
に
対
す
る
教
育
者
の
理
解
を
深
め
、
融
和
教
育
の
実
際
に
付

（6）

研
鍵
を
為
」
す
た
め
、
長
野
県
・
信
濃
同
仁
会
共
催
で
開
い
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
場
合
は
、
地
区
を
有
す
る
市
町
村
の
小
学
校
長
（
ま
た
は
代
理
者
）
が
四
四

名
出
席
し
た
。
東
京
女
高
師
倉
橋
惣
三
、
中
融
協
主
事
河
上
正
雄
、
同
仁
会
理
事
長

成
沢
伍
一
郎
、
県
視
学
伝
田
精
商
が
諮
師
で
あ
る
。

同
年
六
月
、
中
融
協
に
よ
る
第
一
回
融
和
教
育
研
究
協
議
会
が
実
現
し
、
指
導
者

講
習
会
出
席
者
と
融
和
教
育
実
践
の
小
学
校
長
ら
七
八
名
を
集
め
た
。
長
野
県
か
ら

は
視
学
小
林
直
衛
。
宮
島
久
義
（
県
属
）
・
山
本
武
雄
岩
村
田
小
学
校
長
が
出
席
し

（7）

て
い
る
。
こ
の
と
き
の
研
究
協
議
題
決
定
事
項
は
、
融
和
事
業
に
対
す
る
教
育
者
の

態
度
、
融
和
教
育
実
施
上
留
意
す
べ
き
点
、
付
帯
決
議
の
三
つ
で
あ
り
、
と
く
に
留

意
す
べ
き
点
で
は
、
融
和
教
育
調
査
会
審
議
決
定
の
「
融
和
事
業
二
閑
ス
ル
教
育
的

方
策
要
綱
」
　
に
の
っ
と
る
と
と
も
に
、
①
研
究
調
査
に
関
す
る
事
項
（
指
導
者
の
育

成
、
一
般
教
育
以
外
の
系
統
的
指
導
案
作
成
、
児
童
の
環
境
調
査
）
、
①
教
育
方
法

に
関
す
る
事
項
（
郷
土
に
即
し
た
方
針
、
教
授
・
訓
練
・
養
護
の
全
般
的
計
画
的
実

施
、
一
般
教
科
以
外
の
系
統
的
指
導
案
作
成
、
児
童
の
環
境
調
査
、
校
外
生
活
指

導
・
作
業
教
育
・
職
業
指
導
の
徹
底
、
学
校
と
家
庭
と
の
連
絡
）
に
留
意
す
る
、
と

し
て
い
る
。

こ
の
会
議
は
き
わ
め
て
重
要
な
会
議
で
あ
っ
て
、
全
国
の
融
和
教
育
に
大
き
な
影

響
を
与
え
た
。
長
野
県
で
は
こ
れ
を
受
け
て
、
九
月
二
四
日
二
云
日
、
長
野
県
と

長
野
県
同
仁
会
主
催
で
「
教
育
者
の
理
解
を
深
め
、
以
て
本
問
題
の
根
本
的
解
決
に

資
せ
む
」
た
め
、
教
育
者
融
和
事
業
講
習
会
が
開
か
れ
て
い
る
。
受
講
者
は
l
〇
六
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名
二
〇
五
校
）
、
郡
市
別
で
は
、
南
佐
久
八
名
・
北
佐
久
一
五
名
・
小
県
七
名
・

諏
訪
一
名
・
上
伊
那
四
名
・
下
伊
那
一
名
・
東
筑
摩
二
一
名
・
南
安
曇
一
名
・
北
安

安
曇
四
名
・
更
級
〓
ハ
名
・
埴
科
五
名
・
上
高
井
六
名
・
下
高
井
九
名
・
上
水
内
一

〇
名
（
九
校
）
・
下
水
内
≡
名
・
長
野
市
三
名
・
上
田
市
一
名
。
受
講
者
は
校
長
、
有

力
訓
導
た
ち
で
あ
っ
た
。
科
目
と
黄
師
は
、
融
和
問
題
の
歴
史
的
考
察
、
十
ケ
年
計

画
と
融
和
教
育
の
重
要
性
（
以
上
中
融
協
派
遣
黄
師
）
、
融
和
事
業
の
根
本
精
神
（
本

会
副
会
長
物
部
蕪
郎
）
、
本
県
の
融
和
事
業
の
現
状
（
本
会
常
務
理
事
水
川
俊
夫
）
、

融
和
教
育
に
託
て
（
本
県
視
学
＝
中
央
の
萬
習
受
講
者
で
あ
ろ
う
）
で
あ
る
。
詳
細

は
わ
か
ら
な
い
が
、
お
よ
そ
の
債
向
は
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

な
お
こ
こ
で
二
言
し
て
お
き
た
い
の
は
、
一
九
：
宅
年
（
昭
和
一
二
）
四
月
、
少

な
く
も
自
主
性
を
維
持
し
て
き
て
い
た
信
濃
同
仁
会
が
改
組
さ
れ
、
長
野
県
同
仁
会

と
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
大
き
な
変
化
で
あ
り
、
ま
っ
た
く
官
製
融
和
団
体

に
な
っ
た
の
で
あ
り
、
会
長
は
県
知
事
、
か
つ
て
の
信
濃
同
仁
会
理
事
長
は
副
会
長

に
な
り
、
常
務
理
事
も
県
官
が
就
任
、
事
務
所
も
県
庁
内
に
移
っ
て
い
る
。

信
濃
同
仁
会
か
ら
長
野
県
同
仁
会
へ
の
改
組
は
、
一
九
三
七
年
と
い
う
段
階
で
あ

っ
た
こ
と
と
併
せ
て
、
長
野
県
の
融
和
教
育
の
展
開
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の

で
あ
る
。

㈲
　
文
部
大
臣
訓
令
と
融
和
教
育
の
進
展

一
九
三
七
年
七
月
、
日
中
戦
争
が
全
面
的
な
戦
争
と
な
り
、
融
和
教
育
の
理
念
・

方
法
が
さ
ら
に
国
家
主
義
的
な
方
向
に
す
す
ん
だ
。
翌
三
八
年
八
月
二
九
日
に
は
、

荒
木
貞
夫
文
部
大
臣
に
よ
る
「
訓
令
」
二
四
号
が
、
同
日
文
部
次
官
の
「
融
和
教
育

ノ
徹
底
二
閑
ス
ル
件
」
の
「
依
命
通
牒
」
が
そ
れ
ぞ
れ
発
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
は
全

国
府
県
知
事
・
学
校
関
係
者
あ
て
に
出
さ
れ
た
の
で
、
こ
れ
を
受
け
て
九
月
二
一

日
、
大
村
清
一
長
野
県
知
事
の
「
県
訓
令
」
第
四
一
号
が
発
せ
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
よ
り
早
く
、
融
和
事
業
が
内
務
省
か
ら
新
設
の
厚
生
省
に
移
管
さ
れ
た
の
を

横
に
、
三
月
一
四
日
の
国
民
融
和
日
に
厚
生
大
臣
も
訓
令
を
発
し
て
い
た
。
文
部
大

臣
訓
令
は
、
日
中
戦
争
一
周
年
に
あ
た
る
こ
と
を
強
調
し
て
、
教
育
・
教
化
の
力
に

ょ
っ
て
、
「
国
民
ノ
覚
醒
ヲ
促
シ
、
国
民
一
体
・
同
胞
融
和
ノ
実
ヲ
拳
ゲ
、
苛
モ
差

別
的
観
念
ノ
如
キ
函
二
之
ヲ
菱
除
シ
、
以
テ
天
業
翼
賛
ノ
棍
帯
ヲ
固
カ
ラ
シ
ム
ル
」

こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
文
部
大
臣
が
融
和
教
育
を
訓
令
す
る
の
は
は
じ
め
て
の
こ
と

で
あ
っ
た
。

大
村
県
知
事
は
長
野
県
堅
一
度
知
事
と
な
っ
た
が
、
長
野
県
同
仁
会
の
民
間
側

（
部
落
住
民
を
含
め
て
）
幹
部
に
も
受
け
が
よ
く
、
部
落
側
の
意
向
も
か
な
り
心
得

て
い
た
。
か
れ
は
小
学
校
長
・
青
年
学
校
・
中
等
学
校
長
に
あ
て
訓
令
し
、
趣
旨
は

文
部
大
臣
訓
令
と
同
様
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
や
や
詳
し
く
し
て
い
る
。

た
と
え
ば
「
国
内
ノ
一
部
二
忌
ム
べ
キ
差
別
的
観
念
滞
在
シ
社
会
生
活
上
親
和
ヲ

欠
ク
所
砂
シ
ト
セ
ズ
、
他
面
経
済
的
文
化
的
諸
条
件
二
恵
マ
レ
ザ
ル
困
窮
部
落
ノ
残

存
ス
ル
ア
リ
」
と
、
部
落
を
め
ぐ
る
差
別
と
貧
困
を
指
摘
し
、
こ
れ
は
「
一
視
同
仁

ノ
聖
旨
二
惇
り
人
倫
二
背
馳
シ
狗
二
塾
代
ノ
恨
事
」
と
言
っ
て
い
る
。
そ
し
て
前
述

の
「
国
民
ノ
覚
醒
ヲ
促
シ
」
以
下
「
函
二
之
ヲ
菱
除
シ
」
ま
で
は
文
部
大
臣
訓
令
と

同
文
で
あ
る
が
、
県
訓
令
は
そ
れ
に
「
更
二
地
区
ノ
更
生
指
導
二
努
メ
」
の
一
文
を

挿
入
し
た
の
で
あ
る
。

文
部
省
・
府
県
知
事
が
、
日
中
戦
争
の
重
大
性
を
考
慮
し
て
訓
令
を
発
し
た
こ
と

に
私
は
注
目
し
た
い
。
こ
の
訓
令
を
契
機
に
、
長
野
県
の
融
和
教
育
に
は
二
つ
の
変

化
が
う
か
が
わ
れ
る
。
一
つ
は
鼠
織
の
充
実
と
教
育
内
容
の
精
密
化
で
あ
り
、
一
つ

は
融
和
教
育
の
理
念
の
変
化
で
あ
る
。

組
織
の
問
題
で
は
、
前
述
の
信
濃
同
仁
会
一
五
周
年
記
念
大
会
で
決
議
し
、
三
六

年
一
月
中
旬
結
成
式
ヲ
挙
ぐ
る
運
び
と
な
っ
た
と
い
う
融
和
教
育
研
究
会
が
、
は
じ

め
て
主
催
団
体
に
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
一
九
三
九
年
（
昭
和

一
四
）
　
二
月
の
融
和
教
育
研
究
会
に
、
県
・
県
同
仁
会
に
加
え
て
郡
市
融
和
教
育

研
究
会
と
い
う
教
員
組
織
が
は
じ
め
て
主
催
者
に
入
っ
て
い
る
。
翌
四
〇
年
一
月
の

（n）

融
和
教
育
萬
習
会
で
も
主
催
者
に
加
わ
っ
て
い
る
。

ま
た
同
年
七
月
四
日
か
ら
八
月
二
一
日
ま
で
長
期
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
た
融
和
教
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育
研
究
協
議
会
は
、
各
郡
単
位
に
組
織
さ
れ
、
連
続
し
て
開
催
さ
れ
る
枚
ど
に
な
っ

（12）

て
い
た
。
ま
た
、
長
野
県
の
教
育
職
能
団
体
で
あ
る
信
濃
教
育
会
の
下
部
組
織
で
あ

る
小
県
・
上
田
教
育
部
会
も
、
三
九
年
五
月
、
そ
の
融
和
教
育
部
員
と
教
育
実
践
家

（㍑）

た
ち
が
、
上
中
融
和
教
育
研
究
会
を
開
い
て
い
る
よ
う
に
、
教
育
研
究
組
織
は
か
な

り
広
が
り
を
も
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
教
育
内
容
を
み
る
と
、
一
九
三
九
年
五
月
の
融
和
教
育
研
究
会
で
は
、
研

究
事
項
が
M
教
材
の
選
択
の
教
材
観
の
教
授
法
の
留
意
点
の
低
学
年
・
高
学
年
・
青

年
学
校
・
中
等
学
校
生
徒
の
程
度
の
問
題
封
地
区
と
一
般
学
童
の
差
異
の
原
因
の
家

庭
へ
の
連
絡
、
な
ど
と
い
う
よ
う
に
、
き
わ
め
て
多
岐
に
わ
た
る
と
と
も
に
、
内
容

が
精
細
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
全
国
の
研
究
会
に
出
席
し
た
田
中
修
一
県

視
学
、
小
林
寿
太
郎
北
大
井
小
学
校
長
（
後
述
）
が
こ
の
研
究
会
に
出
席
し
て
い

（14）る。

も
う
l
つ
の
問
題
で
あ
る
融
和
教
育
の
理
念
の
変
化
の
問
題
で
は
、
こ
こ
の
と
こ

ろ
急
速
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
た
も
の
と
し
て
、
三
九
年
八
月
の
融
和
教
育

研
究
会
に
み
ら
れ
る
、
新
秩
序
建
設
と
小
国
民
教
育
の
新
し
い
訓
練
の
件
、
皇
民
錬

（15）

戊
に
徹
す
る
教
授
法
の
件
、
と
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
翌
四
〇
年
一
月
の
融
和
教
育

車
習
合
で
も
、
東
亜
新
秩
序
建
設
・
皇
民
錬
成
が
研
究
議
題
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ

り
、
そ
れ
に
満
蒙
開
拓
青
少
年
義
勇
軍
の
送
出
が
新
し
く
議
題
に
加
わ
っ
て
い
る
の

（16）

が
長
野
県
の
特
徴
で
あ
る
。

二
　
『
興
亜
皇
民
錬
成
の
融
和
教
育
』
に
つ
い
て

侶
　
研
究
指
定
校
・
北
大
井
小
学
校

長
野
県
北
佐
久
郡
北
大
井
尋
常
高
等
小
学
校
（
現
、
小
諸
市
）
が
中
融
協
か
ら
融

和
教
育
指
定
校
に
決
ま
っ
た
の
は
、
一
九
三
八
年
の
こ
と
で
あ
る
。
前
年
は
神
奈
県

の
秦
野
小
、
翌
年
は
埼
玉
県
の
庶
市
中
で
あ
っ
た
。

北
大
井
小
は
、
長
野
県
下
最
大
の
未
解
放
部
落
を
校
区
に
も
っ
た
学
校
で
、
部
落

児
童
が
全
体
の
二
割
を
占
め
、
部
落
問
題
ぬ
つ
い
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
存
在
し

て
い
た
。
ま
た
、
一
九
三
八
年
度
に
同
校
で
北
佐
久
郡
融
和
教
育
研
究
会
が
開
か
れ

た
よ
う
に
、
融
和
教
育
の
実
践
も
す
す
ん
で
お
り
、
こ
と
に
小
林
孝
太
郎
校
長
が
三

七
年
に
赴
任
し
て
き
て
、
融
和
教
育
に
横
極
的
に
と
り
く
む
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ

（m）る。

こ
の
よ
う
な
条
件
か
ら
北
大
井
小
が
、
県
下
で
は
じ
め
て
指
定
校
に
な
っ
た
こ
と

は
、
う
な
づ
け
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
一
九
三
九
年
度
全
校
職
員
が
l
カ
年
間
研
究
し

た
成
果
を
、
四
〇
年
七
月
三
日
、
県
と
県
同
仁
会
共
催
で
研
究
会
を
開
い
て
い
る
。

参
会
者
は
、
北
大
井
小
全
校
職
員
、
村
長
お
よ
び
同
社
会
係
害
記
、
県
同
仁
会
佐
久

支
会
嘱
託
朝
倉
重
曹
・
同
高
橋
利
重
、
中
融
協
派
遣
帯
師
田
中
邦
太
郎
、
県
社
会
事

（18）

業
主
事
鈴
木
鳴
海
・
同
主
事
補
原
田
喜
一
で
あ
る
。

北
大
井
小
の
融
和
教
育
の
実
践
が
評
価
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
、
一
九
四
一
年

（
昭
和
l
六
）
三
月
の
第
二
回
融
和
教
育
研
究
会
も
（
第
一
回
は
四
〇
年
l
二
月
、

長
野
県
庁
に
お
い
て
）
、
「
融
和
教
育
の
徹
底
方
策
」
に
つ
い
て
、
北
大
井
小
を
会
場

（19）

に
開
い
て
い
る
。

こ
の
研
究
会
は
県
と
県
融
和
教
育
研
究
会
の
主
催
で
あ
り
、
第
一
日
日
は
北
大
井

小
お
よ
び
校
区
の
部
落
で
あ
る
北
大
井
村
A
地
区
を
視
察
し
、
そ
の
あ
と
夜
は
A
地

区
公
会
堂
で
懇
談
会
を
開
き
、
第
二
日
目
は
、
午
前
中
、
北
大
井
小
で
研
究
会
を
開

催
し
て
い
る
。
出
席
者
は
、
県
の
社
会
事
業
主
事
、
女
子
師
範
学
校
長
、
長
野
図
番

館
長
、
県
同
仁
金
書
記
、
北
大
井
小
全
職
員
、
関
係
部
落
役
員
、
北
大
井
村
長
の
は

か
、
前
述
、
朝
倉
・
高
橋
両
名
の
名
前
も
み
え
た
。
以
上
の
よ
う
に
主
と
し
て
、
県

内
の
融
和
事
業
・
融
和
教
育
関
係
の
指
導
者
層
に
限
定
さ
れ
て
い
た
。

こ
こ
で
考
え
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
全
国
水
平
社
長
野
県
連
の
幹
部
で
あ
っ
た
朝

倉
重
曹
・
高
橋
利
重
が
、
し
ば
し
ば
北
大
井
小
の
融
和
教
育
研
究
会
の
場
に
み
え
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
全
水
総
本
部
と
同
じ
よ
う
に
、
全
水
長
野
県
連
も
日
中
戦
争
が

は
じ
ま
る
と
、
そ
の
方
針
と
闘
争
は
大
き
く
変
質
し
て
お
り
、
戦
争
協
力
へ
本
格
的

に
踏
み
出
し
て
い
た
。
「
融
和
時
報
」
に
よ
れ
ば
、
一
九
三
九
年
か
ら
朝
倉
・
高
橋



戦時下の部落問題　Ⅳ

45

と
も
に
県
同
仁
会
北
佐
久
支
会
の
嘱
託
ま
た
は
指
導
員
と
し
て
、
融
和
団
体
に
も
か

（20）

か
あ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
期
、
す
で
に
全
水
長
野
県
連
の
運
動
は
停
滞
し

て
い
た
。
二
人
が
ま
た
北
大
井
小
の
地
元
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
融
和
教
育
研
究
会

に
深
い
関
心
を
も
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
し
、
研
究
会
へ
の
参
加
を
要
請
さ
れ
て
い
た

の
で
あ
ろ
う
。

㈲
　
『
興
亜
皇
民
錬
成
の
融
和
教
育
』
に
つ
い
て

指
定
校
と
し
て
融
和
教
育
の
研
究
を
す
す
め
て
き
た
北
大
井
小
で
は
、
l
九
四
〇

（幻）

年
四
月
、
標
記
の
よ
う
な
実
践
記
録
（
当
時
の
表
現
で
は
参
考
書
）
を
発
行
し
た
。

こ
の
記
録
に
よ
っ
て
北
大
井
小
の
実
践
を
み
て
い
こ
う
。

日
次
を
み
る
と
、
三
筋
か
ら
成
り
た
っ
て
い
る
。

第
一
編
　
融
和
問
題
の
認
識

第
一
章
　
皇
室
と
融
和
問
題
（
以
下
、
節
・
項
省
略
）

第
二
章
　
融
和
問
題
の
概
観

第
l
ニ
章
　
融
和
問
題
の
歴
史
的
考
察

第
四
章
　
融
和
問
題
の
心
理
的
考
察

第
二
編
　
基
礎
調
査

第
一
章
　
村
の
概
況

第
二
章
　
校
内
調
査

第
三
掃
　
禾
校
の
融
和
教
育

第
一
草
　
本
校
教
育
の
本
義

第
二
牽
　
本
校
の
経
営
施
設
と
融
和
教
育

第
三
章
　
本
校
に
於
け
る
融
和
教
育

第
四
章
　
融
和
教
材
の
研
究

第
五
章
　
融
和
教
育
教
授
実
例

A
5
判
・
ガ
リ
版
刷
り
、
三
三
二
へ
ー
ジ
と
い
う
大
冊
で
あ
る
。
第
一
編
融
和
問

題
の
認
識
で
は
、
融
和
教
育
の
根
本
、
訓
令
・
通
牒
、
融
和
問
題
解
決
の
計
画
・
方

策
、
そ
し
て
水
平
運
動
や
県
同
仁
会
に
つ
い
て
詳
説
し
、
さ
ら
に
歴
史
的
考
察
や
心

理
的
考
察
が
加
え
ら
れ
る
。
第
二
鰐
の
基
礎
調
査
は
、
村
と
地
区
の
詳
細
な
地
理
的

状
況
、
産
業
経
済
状
況
、
文
化
状
況
、
衛
生
状
況
、
自
治
、
娯
楽
、
差
別
事
象
な
ど

に
つ
い
て
述
べ
る
。
そ
し
て
第
三
編
が
主
題
で
あ
る
が
、
本
校
の
融
和
教
育
に
つ
い

て
、
目
的
・
施
設
・
融
和
教
育
の
方
策
、
教
材
研
究
・
教
授
菓
な
ど
で
あ
る
。

第
二
編
の
基
礎
調
査
を
み
る
と
、
生
活
環
境
で
は
、
村
の
二
戸
平
均
の
宅
地
面
積

〓
：
三
坪
に
対
し
、
部
落
（
二
地
区
）
は
三
七
坪
で
あ
り
、
密
集
し
て
飽
和
状
態
を

超
え
て
い
る
、
と
表
現
し
て
い
る
。
部
落
の
職
業
は
、
労
働
・
兼
業
が
六
五
％
（
地

区
外
一
〇
％
）
に
達
し
、
農
業
が
三
〇
％
（
八
八
％
）
、
商
業
が
五
％
（
l
≡
％
）
で

あ
る
。
耕
作
反
別
三
反
未
満
が
五
五
％
を
占
め
、
一
町
歩
～
二
町
歩
は
六
％
に
過
ぎ

ず
、
地
主
は
一
人
も
い
な
い
。
大
部
分
が
小
作
（
七
四
％
）
で
あ
る
。
新
聞
購
読
世

帯
は
二
％
（
村
平
均
五
二
％
）
で
あ
る
。

教
育
で
は
、
北
大
井
小
の
部
落
児
童
は
全
体
の
約
二
割
に
達
し
て
お
り
、
学
齢
児

童
就
学
率
九
七
・
八
％
（
全
校
九
九
・
〇
％
）
、
児
童
出
席
率
九
三
・
四
％
で
、
北

大
井
村
各
地
区
の
な
か
で
最
下
位
で
あ
っ
た
。
学
業
成
績
は
、
地
区
外
に
比
し
全
体

に
や
や
下
回
る
（
男
子
高
等
科
は
同
等
か
や
や
上
回
る
）
。
中
等
学
校
へ
の
進
学
は
、

地
区
外
に
比
較
し
て
格
段
に
少
な
い
。

北
大
井
小
で
は
一
九
三
三
年
「
児
童
心
得
」
を
制
定
し
、
五
つ
の
徳
日
中
に
「
親

和
」
の
l
項
を
加
え
て
融
和
精
神
を
強
調
し
た
。
こ
の
扁
額
を
つ
く
っ
て
辞
堂
に
掲

げ
る
と
と
も
に
、
家
庭
通
知
表
に
も
印
刷
し
て
家
庭
の
協
力
を
求
め
た
。
後
年
こ
れ

（22）

を
「
校
訓
」
と
し
て
い
る
。

生
活
環
境
が
き
び
し
く
、
経
済
的
に
も
恵
ま
れ
ず
、
児
童
も
十
分
に
発
達
し
て
い

く
保
障
が
得
ら
れ
な
い
現
状
の
な
か
で
、
北
大
井
小
の
融
和
教
育
が
展
開
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
右
の
記
録
に
よ
っ
て
み
る
と
、

①
教
育
の
本
義
（
全
文
）

「
悠
遠
な
る
皇
祖
の
神
勅
を
奉
体
し
、
八
紘
l
字
隆
国
の
洪
譲
を
謄
伸
し
奉
り
、

皇
統
連
綿
と
し
て
括
ぎ
な
く
、
常
世
一
系
の
聖
天
子
宏
大
無
辺
の
御
仁
愛
を
以
て
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蒼
生
を
和
育
し
給
ひ
、
下
万
民
亦
心
を
一
に
し
て
、
天
草
無
窮
の
皇
運
を
扶
翼
し

奉
り
、
一
君
萬
民
忠
孝
一
本
の
精
華
を
発
揮
し
来
れ
る
皇
道
精
神
を
錬
成
し
、

肇
国
の
大
理
想
を
、
日
常
生
活
の
上
に
具
現
す
る
に
努
め
、
光
輝
あ
る
国
史
を
永

遠
に
展
開
せ
し
め
、
国
民
総
和
大
和
の
精
神
に
徹
し
、
億
兆
一
心
融
和
一
体
と
な

り
、
各
々
其
の
所
を
得
て
、
其
の
分
を
尽
し
、
君
国
に
報
ず
る
皇
国
精
神
を
滴

養
し
、
科
学
知
識
を
啓
培
し
て
世
界
の
進
運
に
連
れ
ぎ
ら
し
め
、
体
位
の
向
上
、

情
操
の
醇
化
に
努
め
し
め
て
、
東
亜
新
秩
序
の
建
設
に
適
進
し
、
世
界
入
寮
の
平

和
に
貢
献
せ
ん
と
す
る
善
良
有
為
な
る
大
国
民
を
養
成
せ
ん
と
す
る
、
こ
れ
本
校

教
育
の
根
本
義
、
皇
民
錬
成
に
精
進
す
る
と
こ
ろ
融
和
教
育
の
徹
せ
ざ
る
た
き
を

確
信
す
る
。
融
和
教
育
の
本
義
他
な
し
、
皇
民
錬
成
の
精
進
に
依
る
の
み
で
あ

る。」
と
あ
る
。
一
君
万
民
・
忠
孝
一
本
の
精
神
を
発
揮
し
て
き
た
皇
道
精
神
の
錬
成
と

か
、
国
民
総
和
・
大
和
の
精
神
に
徹
し
て
君
国
に
報
ず
る
皇
国
精
神
の
滴
蓑
と
い
っ

た
言
葉
を
掲
げ
、
東
亜
新
秩
序
の
建
設
と
世
界
人
類
の
平
和
に
貢
献
す
る
大
国
民
の

養
成
を
め
ざ
し
、
「
融
和
教
育
の
本
義
他
な
し
、
皇
民
錬
成
の
精
進
に
依
る
の
み
で

あ
る
」
士
結
ん
で
い
る
。

ま
さ
に
『
興
亜
皇
民
錬
成
の
融
和
教
育
』
と
い
う
書
名
に
あ
る
と
お
り
で
、
中
融

協
の
指
導
方
針
に
即
し
て
、
か
つ
文
部
省
訓
令
、
県
訓
令
の
趣
旨
、
そ
の
根
本
は

「
教
育
勅
語
」
に
の
っ
と
っ
て
、
天
皇
制
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
も
と
に
、
ア
ジ
ア
侵
略

の
超
国
家
主
義
を
実
現
す
る
た
め
に
必
要
な
皇
民
の
錬
成
を
め
ざ
し
、
国
民
総
和
＝

融
和
の
観
念
の
育
成
に
融
和
教
育
の
板
本
義
を
求
め
た
の
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
、

④
融
和
教
育
の
実
践
方
策
　
そ
の
大
意
は
、

M
教
師
が
ま
ず
融
和
問
題
を
理
解
し
、
同
情
を
を
も
っ
て
正
義
に
燃
え
る
実
践
的

指
導
者
と
な
る
。

幻
研
究
の
具
体
策
を
も
つ
。

釘
基
礎
調
査
に
よ
り
児
童
の
実
態
（
こ
れ
は
動
き
発
展
す
る
も
の
）
を
把
捉
す

る。
弔
各
教
科
の
教
材
研
究
と
研
究
授
業
（
毎
月
一
回
）
。

幻
訓
練
は
、
校
訓
に
よ
り
善
良
な
校
風
の
中
で
国
民
的
公
民
的
精
神
を
陶
冶
し
、

校
外
で
は
自
律
的
に
社
会
的
に
親
和
公
正
を
培
う
。

の
養
護
は
、
児
童
の
身
体
的
方
面
の
清
潔
整
頓
の
習
慣
を
育
成
す
る
。

と
い
う
六
項
目
を
掲
げ
て
い
る
。
こ
れ
を
み
る
と
、
昌
的
・
趣
旨
な
ど
で
は
異
な
る

に
し
て
も
、
戦
後
の
同
和
教
育
が
掲
げ
た
方
法
に
共
通
し
た
も
の
も
う
か
が
う
こ
と

が
で
き
る
。

◎
融
和
教
材
の
研
究
等

修
身
科
・
国
語
科
・
国
史
科
・
地
理
科
・
唱
歌
科
・
郷
土
科
の
教
材
研
究
と
教
授

案
例
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
教
材
研
究
は
、
各
教
科
ご
と
、
各
学
年
ご

と
に
示
す
の
が
原
則
で
あ
り
、
こ
の
記
録
の
か
な
り
の
部
分
を
占
め
る
ぽ
う
大
な
も

の
と
な
っ
て
い
る
。
教
授
案
例
は
各
教
科
の
う
ち
適
当
な
学
年
を
選
ん
で
示
し
て
あ

る。

教
材
研
究
と
教
授
案
例
は
ま
こ
と
に
徹
底
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
苦
心
と
努
力

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
大
変
な
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
意
図
や
内
容
は
、
以
下
の
具
体
例

の
よ
う
に
、
天
皇
制
絶
対
主
義
を
賛
美
す
る
立
場
に
立
っ
て
、
超
国
家
主
義
と
軍
国

主
義
に
い
ろ
ど
ら
れ
た
教
材
に
な
っ
て
お
り
、
と
く
に
修
身
・
国
語
・
国
史
な
ど
の

教
材
に
そ
れ
が
顕
著
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

以
下
に
そ
の
事
例
を
示
す
。

A
　
修
身
科
教
材
　
巻
六
（
尋
常
科
六
年
）

題

　

目

一

目

　

　

　

　

的

要

　

　

　

　

項

注

　

意

　

事

　

項

全
体
生
帝
を
全
う
す

る
に
は
妄
り
に
人
に

凍
ら
ず
、
自
己
の
勤

労
に
よ
っ
て
身
を
立

て
、
自
己
の
最
善
を

尽
く
し
て
事
を
成
す

1
、
渋
沢
栄
l
の
剖

話
中
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

滞
在
中
に
受
け
た

感
激
に
つ
い
て

2
、
自
立
自
営
の
精

神
の
大
切
な
こ
と

過
去
の
士
鼻
工
商
と
現
在

に
つ
い
て
知
ら
せ
、
新
東

亜
建
設
の
時
に
あ
た
り
差

別
感
の
あ
る
べ
か
ら
ざ
る

こ
と
を
知
ら
せ
、
真
に
一

億
一
心
総
親
和
の
も
と
に
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こ
こ
に
尋
常
科
六
年
の
修
身
科
教
材
「
自
立
自
営
」
を
一
例
と
し
て
み
る
と
、
目

的
に
「
全
体
生
活
を
全
う
す
る
に
は
」
と
記
し
て
「
全
体
生
活
」
＝
国
民
一
体
・
国

民
総
和
を
前
提
と
し
た
上
で
「
独
立
自
尊
」
の
習
慣
を
養
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

文
中
の
「
妄
り
に
人
に
蘇
ら
ず
」
以
下
は
問
題
が
な
い
の
で
あ
る
が
。
こ
の
こ
と
は

要
項
に
お
い
て
、
「
一
億
一
心
の
上
に
立
っ
た
自
立
自
営
」
と
な
り
、
注
意
事
項
で

も
「
一
億
一
心
総
和
の
も
と
に
」
と
な
り
、
「
全
体
生
活
を
全
う
」
す
る
と
な
る
。

ま
た
、
渋
沢
栄
一
の
事
跡
か
ら
「
過
去
の
士
農
工
商
と
現
在
に
つ
い
て
知
ら
せ
、
新

東
亜
建
設
の
時
に
あ
た
り
差
別
感
の
あ
る
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
を
知
ら
せ
」
と
い
う
こ

と
が
、
「
全
体
生
活
」
と
と
も
に
、
融
和
教
育
の
視
点
と
な
っ
て
い
た
。

こ
う
し
て
修
身
科
で
も
、
「
自
立
自
営
」
が
徳
目
と
な
り
、
「
一
億
一
心
」
「
全
体

生
活
」
鱒
埋
没
し
、
具
体
的
な
生
活
の
上
で
の
人
間
の
向
上
、
幸
福
は
後
退
し
て
し

ま
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
当
時
の
修
身
科
教
育
を
貫
ぬ
い
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。

B
　
国
史
科
教
材

尋
常
小
学
国
史
上
巻

尋
常
小
学
国
史
下
巻

課

一

題

　

目

一

葉

　

旦

細

　

要

　

項

注

　

意

　

事

　

項

ユ
、
御
徳
の
た
い
そ
う

高
い
お
方

2
、
稲
や
麦
な
ど
を
田

畑
に
う
ゑ
さ
せ
た
。

3
、
蚕
を
か
は
せ
た
り

した。

4
、
万
民
を
お
め
ぐ
み

天
照
大
神
が
万
民
を
お
め

ぐ
み
に
な
っ
た
偉
大
な
る

お
徳
を
う
か
ゞ
は
せ
る
。

明
治
天
皇

一
、
明
治

維
新

明
治
天
皇

七
、
韓
国

併
合

五
箇
条
の

御
誓
文

韓
国
を
保

護
国
と
し

た韓
国
を
併

合
し
た

l
、
貧
し
い
農
家
に
生

れた。

2
、
松
下
氏
の
し
も
べ

と
な
る
。

3
、
始
め
は
草
履
取
と

な
っ
た
。

4
、
少
し
の
油
断
も
な

く
忠
実
に
つ
と
め

た。
5
、
重
く
用
ひ
ら
れ
一

方
の
大
将
と
な
る
。

1
、
旧
来
の
胆
習
を
破

り
天
地
の
公
道
に
基
づ

く
べ
し

1
、
韓
国
と
協
約
を
結

ん
で
、
そ
の
外
交
を

取
扱
ふ
こ
と
と
し

た。
2
、
韓
国
を
保
護
国
と

し
、
京
城
に
統
監
府

を
お
く
。

1
、
人
民
は
な
は
不
安

な
生
活
を
送
っ
て
ゐ

た。

秀
書
が
貧
に
育
ち
、
し
も

べ
草
履
取
と
な
る
も
少
し

の
ゆ
だ
ん
も
な
く
忠
実
に

勤
め
、
后
大
を
な
す
に
至

り
た
る
経
緯
を
知
ら
せ
、

殊
に
人
は
そ
の
職
業
身
分

に
よ
り
て
人
格
に
貴
腐
な

き
こ
と
を
知
ら
せ
る
。

晒
習
打
破
の
精
神
を
強
調

し
、
万
民
を
恵
み
給
ふ
一

視
同
仁
の
御
輩
旨
に
沿
ふ

べ
く
つ
と
め
る
か

韓
国
併
合
の
経
緯
を
知
ら

せ
韓
国
民
も
共
に
月
本
国

民
虹
し
て
陛
下
の
赤
子
で

あ
る
。
時
局
に
鑑
み
、
日

韓
民
族
融
合
一
致
東
亜
新

秩
序
建
設
の
た
め
に
つ
と

め
ね
ば
な
ら
な
い
。
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2
、
尊
氏
の
中
に
も
用

木
と
の
併
合
を
望
む

も
の
が
少
く
な
か
っ

た。
3
、
韓
国
皇
帝
が
統
治

の
権
を
天
皇
に
お
譲

り
申
し
上
げ
、
帝
国

の
新
ら
し
い
政
治
に

よ
っ
て
、
国
民
を
幸

福
に
さ
せ
た
い
と
お

望
み
に
な
っ
た
。

4
、
天
皇
も
そ
の
必
要

を
お
み
と
め
に
な
っ

た。
5
、
韓
国
併
合
。

6
、
前
の
韓
国
皇
帝
は

王
と
な
ら
れ
皇
族
の

礼
を
以
て
王
家
の
お

も
て
な
し
を
な
さ

る。
7
、
半
島
の
人
民
は
皆

帝
国
の
臣
民
と
な

る。
8
、
東
洋
平
和
の
基
い

よ
い
よ
固
く
な
っ

た。

こ
の
数
例
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、
天
皇
は
じ
め
支
配
者
層
お
よ
び
そ
れ
に
か
か
わ

る
事
跡
を
中
心
に
、
天
皇
の
仁
慈
、
一
視
同
仁
を
強
調
し
、
そ
れ
に
対
す
る
国
民
の

忠
誠
を
柱
に
し
て
、
差
別
偏
見
を
観
念
的
に
否
定
し
、
朝
鮮
人
そ
の
他
に
対
す
る
民

族
差
別
も
合
理
化
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

な
お
、
徳
川
幕
府
（
家
康
）
の
身
分
制
に
つ
い
て
は
触
れ
ず
、
「
小
学
国
史
」
で

は
豊
臣
秀
膏
か
ら
い
き
な
り
明
治
天
皇
に
と
ん
で
い
る
し
、
「
小
学
国
史
」
「
高
等
小

学
国
史
」
と
も
に
、
水
平
運
動
・
融
和
運
動
と
い
っ
た
運
動
は
い
っ
さ
い
と
り
扱
わ

ず
、
す
べ
て
上
か
ら
仁
慈
と
し
て
差
別
撤
廃
を
教
化
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
っ

た。

こ
う
い
っ
た
教
材
が
そ
の
は
か
に
も
延
々
と
し
て
つ
づ
き
、
教
材
へ
の
位
置
づ

け
、
内
容
と
も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。
こ
の
あ
と
に
各
教
科
の
教
授
案
の
細
目
が
示
さ

れ
て
い
る
が
、
紙
数
の
関
係
で
割
愛
す
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
ど
の
よ
う
に
精
密
な
実
態
調
査
や
精
細
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・

教
材
研
究
・
教
授
案
を
設
定
し
て
も
、
そ
の
日
的
・
目
標
が
ど
こ
に
お
か
れ
、
ど
こ

を
め
ざ
し
て
い
る
か
に
よ
っ
て
、
融
和
教
育
が
ま
っ
た
く
違
っ
た
方
向
へ
す
す
ん
で

し
ま
う
「
両
刃
の
剣
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
こ
の
融
和
教
育
の
実
践
は
示
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
融
和
教
育
が
国
民
の
人
権
や
諸
民
族
の
独
立
尊
重
と
背
馳
し
た
も
町
に

な
っ
た
と
き
、
融
和
教
育
は
も
は
や
国
家
目
的
に
従
属
し
て
い
か
ざ
る
を
得
な
い
の

で
あ
っ
た
。

三
　
「
大
政
翼
賛
」
と
「
同
和
教
育
」

餌
　
同
和
奉
公
会
へ
の
移
行

一
九
四
〇
年
（
昭
和
一
五
）
、
国
民
の
な
か
に
あ
る
各
種
の
団
体
を
統
合
し
て
い

く
国
民
統
合
政
策
が
進
展
し
て
い
く
と
、
中
融
協
も
ま
た
同
和
奉
公
会
と
改
称
し
て

国
民
運
動
の
傘
下
に
く
り
こ
も
う
と
す
る
動
き
が
活
発
に
な
っ
て
き
た
。
同
年
一
〇

月
、
大
政
異
賛
会
が
発
足
す
る
や
、
中
融
協
ほ
じ
．
め
各
府
県
の
融
和
団
体
が
翼
賛
会

（幻）

に
参
加
し
て
、
新
体
制
運
動
の
一
翼
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
。
同
年
一
二
月
の
紀
元

二
千
六
青
年
奉
祝
全
国
融
和
団
体
連
合
大
会
は
、
こ
の
動
き
に
拍
車
を
か
け
て
い

る。

翌
四
一
年
一
月
、
中
融
協
は
国
民
融
和
運
動
の
陳
情
書
を
提
出
す
る
と
と
も
に
、

二
月
に
は
融
和
事
業
を
関
係
官
庁
と
一
本
化
し
て
、
大
政
翼
賛
運
動
の
一
部
と
す
る

基
本
方
針
を
決
定
し
た
。
六
月
、
中
融
協
は
「
協
調
融
和
」
に
か
わ
る
「
同
和
奉

公
」
の
理
念
を
打
ち
出
し
、
同
和
奉
公
会
と
改
称
し
、
各
府
県
三
八
の
融
和
団
体
を
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（24）

支
部
と
し
て
統
合
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
長
野
県
で
は
三
月
、
県
同
仁
会
青
年
連

（25）

盟
が
解
散
し
、
六
月
に
は
県
同
仁
会
が
同
和
奉
公
会
県
本
部
に
改
鼠
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
鼠
織
の
変
化
に
み
あ
っ
て
、
融
和
教
育
か
ら
同
和
教
育
へ
と
理
念
が

変
化
し
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

中
融
協
の
検
閲
紙
「
融
和
時
報
」
　
〓
ハ
九
号
（
一
九
四
〇
年
〓
l
月
一
日
）
は
、

「
新
体
制
下
の
融
和
教
育
」
と
い
う
一
文
を
載
せ
、
従
来
の
融
和
教
育
を
つ
ぎ
の
よ

う
に
批
判
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
従
来
の
融
和
教
育
は
「
思
ひ
つ
き
で
あ
り
、
部
分

的
で
あ
り
、
断
片
的
で
あ
り
、
非
組
織
的
で
あ
っ
た
等
の
技
術
的
欠
陥
が
理
由
を
な

し
た
こ
と
も
あ
ら
う
が
」
、
そ
の
最
大
の
原
田
は
、
「
従
来
の
教
育
の
持
つ
伝
統
的
欠

陥
に
禍
せ
ら
れ
」
「
融
和
精
神
を
受
け
入
れ
得
な
い
教
育
環
境
に
あ
っ
た
」
、
そ
れ
は

「
自
由
主
義
・
個
人
主
義
の
如
き
外
来
文
化
の
弊
に
よ
っ
て
遂
に
過
去
教
育
の
欠
陥

を
醸
成
し
、
其
ま
ま
融
和
問
題
を
今
日
迄
残
存
せ
し
め
た
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
こ
れ
か
ら
の
融
和
教
育
は
、
「
大
東
亜
共
栄
圏
の
盟
主
た
る
大
国
民
資
質

の
根
底
を
培
ふ
こ
と
、
国
民
一
体
の
其
の
生
き
た
具
体
的
資
材
の
解
決
を
期
す
る

こ
と
、
そ
れ
が
人
倫
道
徳
の
板
帯
を
な
す
こ
と
に
置
い
て
進
展
せ
し
め
ね
は
な
ら

ぬ
」
、
す
な
わ
ち
「
生
き
た
大
国
民
錬
成
の
行
」
が
必
要
で
、
融
和
問
題
が
残
存
す

る
間
は
真
の
皇
国
民
は
錬
成
さ
れ
た
と
は
い
え
な
い
、
と
結
ん
で
い
る
。

（26）

す
で
に
四
〇
年
二
月
、
文
部
省
成
人
教
育
課
長
小
田
成
就
は
、
「
融
和
時
報
」
に

「
教
育
国
策
と
し
て
の
融
和
教
育
の
徹
底
を
期
す
」
の
一
文
を
載
せ
て
い
る
。
小
田

は
、
融
和
教
育
を
、
一
般
的
な
小
学
校
教
育
・
社
会
教
育
・
家
庭
教
育
の
三
つ
に
分

け
て
説
明
し
た
の
ち
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
る
（
こ
れ
は
談
話
を
筆
録
し
た
も
の
で

文
責
筆
者
と
末
尾
に
あ
る
）
。

「
（
前
略
）
日
清
支
が
一
体
と
な
る
末
韮
新
秩
序
建
設
の
指
導
者
日
本
と
し
て
、
何

時
迄
も
か
や
う
な
事
（
註
・
融
和
教
育
）
に
多
額
の
経
費
を
費
や
し
、
人
力
を
尽

す
と
い
ふ
様
な
事
は
遺
憾
な
事
で
一
日
も
早
く
片
付
く
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
又
片

付
け
る
覚
悟
で
や
り
遂
げ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
物
よ
り
も
、
待
遇
よ
り
も
先
づ
、

教
育
の
力
に
よ
っ
て
、
昔
の
ま
ま
に
よ
り
の
も
ど
ら
ぬ
底
の
徹
底
が
必
要
で
あ

る
。
之
が
為
に
は
歴
史
的
に
科
学
的
に
究
明
し
て
何
が
故
に
差
別
問
題
が
残
さ
れ

て
い
る
か
を
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
経
済
生
活
が
ど
う
だ
、
こ
ん
な
欠
点
が

あ
る
短
所
が
あ
る
な
ど
と
数
へ
あ
げ
る
こ
と
は
本
質
的
な
問
題
じ
ゃ
な
い
。
恩
恵

的
な
考
へ
を
す
て
て
神
の
オ
キ
テ
に
そ
む
く
、
人
格
上
許
さ
れ
な
い
、
な
ど
そ
ん

な
生
や
さ
し
い
考
へ
を
捨
て
端
的
に
『
差
別
す
る
こ
と
は
謂
れ
の
な
い
こ
と
で
あ

る
』
と
確
認
す
る
こ
と
が
絶
対
必
要
で
あ
る
」

長
い
引
用
に
な
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
、
融
和
事
業
か
ら
融
和
教
育
を
切
り
離
す
考

え
か
た
が
み
ら
れ
る
。
「
多
額
の
経
費
を
費
や
」
す
と
か
「
物
よ
り
も
、
待
遇
よ
り

も
先
づ
、
教
育
の
力
に
よ
っ
て
」
、
「
経
済
生
活
が
ど
う
だ
、
こ
ん
な
欠
点
が
あ
る
短

所
が
あ
る
な
ど
と
数
へ
あ
げ
る
こ
と
は
本
質
的
な
問
題
じ
ゃ
な
い
」
と
い
っ
た
表
現

は
、
重
要
で
あ
る
。
部
落
住
民
の
地
域
改
善
や
生
活
向
上
を
抜
き
に
し
て
、
融
和
教

育
＝
「
差
別
す
る
こ
と
は
謂
れ
の
な
い
こ
と
で
あ
る
」
と
確
認
す
る
観
念
的
心
情
的

な
融
和
教
育
を
強
調
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
考
え
か
た
が
「
東
亜
新
秩
序
建
設
の
指
導
者
日
本
」
の
融
和
教
育
と

し
て
出
て
き
た
こ
と
は
、
「
新
体
制
下
の
融
和
教
育
」
の
考
え
か
た
に
結
び
つ
い
て

い
く
。
こ
こ
で
は
融
和
教
育
の
目
的
は
「
大
東
亜
共
栄
圏
の
盟
主
た
る
大
国
民
資
質

の
根
底
を
培
ふ
こ
と
」
で
あ
り
、
「
生
き
た
大
国
民
錬
成
の
行
」
と
位
置
づ
け
て
い
、

く
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
融
和
教
育
は
、
自
由
主
義
・
個
人
主
義
の
よ
う
な
外
来

文
化
の
弊
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
過
去
の
教
育
の
欠
陥
を
否
定
し
て
い
く
、
と
い
う

前
提
に
立
っ
て
す
す
め
ら
れ
て
い
く
わ
け
で
あ
る
。

二
つ
．
の
所
説
を
結
び
つ
け
て
み
る
と
き
、
一
九
四
〇
年
の
段
階
で
、
融
和
教
育
を

融
和
事
業
か
ら
切
り
離
し
て
よ
り
抽
象
化
、
観
念
化
し
て
い
く
と
と
も
に
、
．
そ
の
融

和
教
育
を
、
差
別
撤
廃
と
い
う
こ
と
よ
り
も
、
東
亜
新
秩
序
建
設
を
担
う
大
国
民
の

錬
成
と
い
う
国
家
目
的
に
従
属
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
北

大
井
小
の
「
興
亜
皇
居
錬
成
の
融
和
教
育
」
の
実
践
は
、
「
同
和
教
育
」
へ
の
移
行

を
い
わ
ば
発
き
ど
り
し
た
も
の
と
い
え
る
し
こ
そ
れ
は
ま
た
、
北
大
井
小
の
実
践

そ
の
も
の
が
、
文
部
省
や
中
融
協
の
融
和
教
育
を
忠
実
に
論
証
す
る
も
の
で
な
け
れ
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ば
な
ら
な
か
っ
た
（
つ
ま
り
国
定
の
融
和
教
育
）
ゆ
え
に
、
当
然
の
帰
結
で
あ
っ
た

わ
け
で
あ
る
。

㈲
　
「
同
和
教
育
」
　
の
展
開

一
九
四
l
年
六
月
の
同
和
奉
公
会
の
発
足
に
伴
っ
て
、
「
融
和
時
報
」
は
「
同
和

国
民
運
動
」
と
改
題
し
（
号
数
は
通
し
で
つ
づ
け
て
い
る
）
、
「
融
和
教
育
」
の
語
に

代
っ
て
「
同
和
教
育
」
の
語
が
現
れ
て
く
る
。

長
野
県
で
は
、
「
同
和
国
民
運
動
」
紙
に
よ
る
と
、
七
月
二
八
日
か
ら
三
一
日
ま

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

2

7

）

で
の
研
究
会
は
「
同
和
教
育
研
究
会
」
　
の
名
称
で
、
そ
れ
よ
り
も
あ
と
の
一
一
月
一

七
日
か
ら
二
〇
日
の
研
究
会
は
「
融
和
教
育
研
究
協
議
会
」
の
名
称
で
載
っ
て
い

（28）る
。
こ
の
混
乱
は
編
集
子
の
編
集
上
の
不
徹
底
に
よ
る
も
の
か
、
同
和
奉
公
会
県
本

部
の
送
っ
た
記
事
の
形
式
上
の
不
統
一
に
よ
る
も
の
か
は
あ
か
ら
な
い
が
、
こ
の
時

期
に
は
過
渡
期
の
混
乱
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
翌
四
二
年
に
な
る
と
す
べ

（29）

て
、
「
同
和
教
育
」
　
の
語
で
統
一
さ
れ
て
き
て
い
る
。

四
一
年
七
月
の
長
野
県
に
お
け
る
同
和
教
育
研
究
会
（
中
信
・
南
信
地
区
で
開

催
）
は
、
県
・
県
同
仁
会
（
こ
の
記
事
で
は
ま
だ
同
和
奉
公
会
に
な
っ
て
い
な
い

が
、
実
際
は
同
和
奉
公
会
）
・
県
融
和
教
育
研
究
会
の
三
者
主
催
で
お
こ
な
わ
れ

た
。
研
究
会
の
趣
旨
は
、
「
聾
国
の
大
義
に
基
き
国
民
一
体
の
実
を
挙
げ
高
度
国
防

（30）

国
家
体
制
の
根
底
を
培
ほ
ん
と
す
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
二
月
の
研
究
協
議
会

は
、
そ
の
趣
旨
に
、
「
旧
来
ノ
階
習
偏
見
ヲ
是
正
シ
真
二
国
民
ト
シ
テ
ノ
自
覚
ノ
下

】
二
億
国
民
ガ
生
キ
タ
ル
有
境
的
結
合
ヲ
計
り
臨
戦
体
制
ノ
完
壁
ヲ
期
ス
ル
為
」

に
、
「
皇
民
錬
成
ノ
任
二
省
ル
教
育
者
ノ
協
力
ヲ
最
モ
必
要
ト
シ
」
を
述
べ
て
い
る

（31）

の
で
あ
る
。

こ
の
二
つ
の
研
究
会
の
趣
旨
に
は
共
通
し
て
、
「
国
民
一
体
の
実
」
「
l
億
国
民
ガ

生
キ
ク
ル
右
横
的
結
合
ヲ
計
」
る
と
い
う
よ
う
に
、
「
同
和
教
育
」
を
国
民
統
合
の

た
め
の
教
育
と
位
置
づ
け
た
。
そ
し
て
こ
の
間
に
は
じ
ま
っ
た
太
平
洋
戦
争
の
開
戦

と
い
う
重
大
事
を
踏
ま
え
て
、
「
臨
戦
体
制
ノ
完
璧
ヲ
期
ス
ル
」
と
し
て
「
同
和
教

育
」
を
戦
争
完
遂
の
教
育
と
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
そ
の
よ
う
な
強
調
と
は
う
ら
は
ら
に
、
教
育
の
内
実
は
変
化
の
な
い
も
の

（32）

と
み
ら
れ
る
こ
と
は
、
同
和
奉
公
会
県
本
部
の
「
昭
和
十
七
年
度
事
業
計
画
」
、
「
昭

（83）

和
十
七
年
度
同
和
教
育
研
究
会
事
業
実
施
計
画
」
に
も
、
う
か
が
わ
れ
る
と
こ
ろ
で

ある。こ
の
あ
と
の
同
和
奉
公
会
県
本
部
の
と
り
く
み
と
し
て
触
れ
て
お
き
た
い
の
は
、

女
性
に
対
す
る
同
和
教
育
で
あ
る
。
「
同
和
国
民
運
動
」
紙
に
目
立
っ
て
登
場
し
て

く
る
の
で
あ
る
。

一
九
四
二
年
一
月
二
二
月
に
は
、
「
女
子
中
堅
青
年
錬
成
幕
習
会
」
が
実
施
さ
れ

（34）た
。
中
信
・
南
信
分
は
一
月
二
六
日
よ
り
二
九
日
ま
で
松
本
市
の
養
其
堂
で
五
六
名

が
受
恭
し
、
「
時
局
下
の
青
年
の
使
命
に
就
て
」
「
同
和
国
民
運
動
と
女
子
青
年
に
託

て
」
（
原
田
詰
師
）
、
「
兵
に
拝
む
」
（
伊
藤
誇
師
）
、
「
食
生
活
の
改
善
に
就
て
」
（
清

水
詰
師
）
、
「
同
和
事
業
概
論
」
（
鈴
木
講
師
）
、
「
大
東
亜
戦
争
の
理
念
に
就
い
て
」

（
山
浦
講
師
）
な
ど
の
誇
義
を
き
く
四
日
間
の
日
程
で
あ
っ
た
。

つ
ぎ
に
北
信
・
東
債
分
は
、
三
月
一
五
日
よ
り
一
八
日
ま
で
四
日
間
、
ほ
ぼ
同
じ

内
容
で
、
六
〇
名
が
受
幕
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
大
が
か
り
で
あ
っ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
受
講
生
は
感
想
文
を
寄
せ
て
い
る
が
、
「
同
和
国
民
運
動
」
紙
の
狭
い

（35）
紙
面
に
載
せ
た
も
の
で
、
ど
れ
に
も
音
習
会
の
趣
旨
に
沿
っ
た
決
意
表
明
が
み
ら
れ

る。

翌
四
一
二
年
（
昭
和
一
八
）
二
月
二
二
日
よ
り
二
四
日
ま
で
南
信
で
（
松
本
市
外
義

美
堂
）
受
論
者
l
≡
名
、
同
二
五
日
よ
り
二
七
日
ま
で
北
信
で
（
下
高
井
郡
上
林
温

泉
三
光
道
場
）
受
講
者
六
五
名
の
「
女
子
同
和
教
育
指
導
者
講
習
会
（
女
子
同
和
事

（36）

業
指
導
者
錬
成
蕃
習
会
、
表
記
虹
違
い
あ
り
）
が
開
か
れ
て
い
る
。

そ
の
目
的
を
み
る
と
、

「
大
東
亜
戦
下
国
民
同
和
の
問
題
は
愈
愈
重
要
性
を
帯
び
、
之
れ
が
完
全
な
る
解

決
を
図
る
は
輿
累
の
要
務
な
る
も
、
特
に
家
庭
教
育
と
同
和
問
題
の
密
接
不
離
の

閑
聯
あ
る
に
鑑
み
、
現
に
教
育
の
任
に
あ
る
女
子
指
導
者
に
対
し
同
和
国
民
運
動
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に
対
す
る
正
し
き
認
識
を
与
へ
ん
が
為
錬
成
を
行
は
ん
と
す
」

と
あ
り
、
「
家
庭
教
育
と
同
和
問
題
の
密
接
不
離
の
関
聯
」
に
着
目
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
こ
れ
は
前
記
の
「
女
子
中
堅
青
年
錬
成
誇
習
会
」
と
も
通
ず
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
こ
れ
は
女
教
師
に
対
し
て
「
同
和
国
民
運
動
」
に
つ
い
て
正
し
い
認
識
を

与
え
よ
う
と
い
う
わ
け
で
あ
っ
た
。

語
義
科
目
を
み
る
と
、
「
厚
生
事
業
と
同
和
事
業
」
「
戦
時
下
教
育
者
の
使
命
」
「
興

亜
運
動
と
同
和
事
業
」
「
家
庭
食
生
活
の
改
善
に
就
て
」
（
以
上
県
官
・
同
和
奉
公
会

県
本
部
）
、
「
同
和
事
業
の
歴
史
的
考
察
」
「
同
和
教
育
の
理
論
と
実
際
」
「
家
庭
に
於

け
る
祭
神
と
礼
法
」
（
以
上
文
部
省
ほ
か
中
央
講
師
）
な
ど
で
あ
っ
た
。

（37）

「
同
和
国
民
運
動
」
紙
に
載
る
受
講
感
想
を
み
る
と
、
あ
る
女
教
師
は
、

「
神
武
天
皇
の
八
紘
一
宇
の
大
理
想
の
も
と
に
大
東
亜
戦
争
が
完
遂
さ
れ
つ
つ
あ

る
今
日
、
此
の
様
な
い
ま
は
し
い
小
さ
な
感
情
で
生
活
し
て
居
る
事
で
大
東
亜
の

指
導
者
と
し
て
の
大
国
民
と
い
へ
る
で
せ
う
か
。
ほ
ん
と
に
情
な
い
事
だ
と
思
ひ

ま
す
。
（
略
）
　
ほ
ん
と
に
微
力
で
何
も
出
来
ま
せ
ん
が
た
だ
『
真
心
』
と
『
熱
愛
』

を
持
っ
て
き
っ
と
同
和
教
育
に
力
を
を
つ
く
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
患
っ
て
い

ま
す
」

と
「
反
省
」
と
「
決
意
」
を
し
、
ま
た
あ
る
女
教
師
は
、

「
同
和
問
題
、
従
来
か
ら
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
に
も
無
関
心
で
あ
っ
た

為
殆
ど
非
常
識
に
過
ぎ
て
来
て
し
ま
ひ
ま
し
た
。
そ
う
し
て
一
般
社
会
に
考
へ
ら

れ
て
来
た
と
大
体
同
じ
よ
う
な
偏
見
に
と
も
す
る
と
捉
は
れ
勝
ち
で
あ
り
ま
し

た
。
（
略
）
此
度
講
習
に
よ
っ
て
今
ま
で
の
偏
見
が
如
何
に
浅
薄
な
も
の
で
あ
っ

た
か
を
つ
く
〉
ぐ
教
へ
て
い
た
ゞ
き
今
更
な
が
ら
恥
し
く
又
済
ま
な
く
種
々
反
省

さ
せ
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
」

と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
こ
ろ
文
部
省
教
育
官
松
本
良
彦
は
、
「
同
和
教
育
の
前
進
」
と
題
し
て
、
「
同
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和
国
民
運
動
」
紙
に
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
た
の
で
あ
る
。

「
（
前
略
）
融
和
運
動
時
代
の
同
和
教
育
は
専
ら
差
別
問
題
解
決
の
方
途
と
し
て
考

究
実
施
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
即
ち
社
会
問
題
と
し
て
の
本
問
題
解
決
の
必

要
に
応
ず
る
教
育
的
措
置
、
教
育
よ
り
の
協
力
で
あ
っ
て
、
（
略
）
教
育
本
来
の

立
場
に
立
っ
て
の
深
い
考
察
か
ら
出
発
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
従
っ
て
こ
れ

が
行
ほ
れ
た
の
は
大
体
差
別
事
象
の
起
る
地
方
に
限
ら
れ
、
広
く
一
般
教
育
界
の

関
心
事
と
な
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
の
も
是
非
な
き
次
第
と
い
は
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

し
か
し
今
や
大
東
亜
戦
争
下
我
が
国
教
育
の
任
務
は
大
東
亜
建
設
の
歴
史
的
使

命
の
達
成
を
首
途
と
し
て
国
民
錬
成
に
あ
る
こ
と
が
訓
示
せ
ら
れ
、
一
切
の
教
育

活
動
が
こ
の
目
的
に
集
中
し
、
同
一
せ
し
め
ら
れ
る
こ
と
ゝ
な
っ
て
、
同
和
教
育

も
改
め
て
こ
の
教
育
の
観
点
よ
り
見
直
さ
れ
、
そ
の
教
育
的
意
義
を
再
認
せ
ら

れ
、
そ
の
所
を
得
し
め
ら
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
（
下
略
）
」

と
位
置
づ
け
、
従
来
の
融
和
問
題
・
融
和
教
育
を
批
判
し
て
、
「
大
戦
争
下
必
須
な

る
国
民
の
使
命
の
自
覚
、
国
民
協
力
の
態
勢
の
篠
立
」
を
さ
ま
た
げ
る
も
の
と
し
た
。

そ
し
て
こ
れ
か
ら
は
「
特
殊
教
育
的
色
彩
」
か
ら
「
国
民
教
育
全
体
の
裏
付
け
を
持

っ
て
進
め
ら
れ
る
」
同
和
教
育
を
と
結
ん
で
い
る
。
「
国
民
同
和
日
」
（
三
月
一
五
日
）

を
迎
え
て
の
論
説
で
あ
っ
た
。

こ
こ
に
戦
前
の
国
家
主
義
的
「
同
和
教
育
」
の
理
念
の
も
つ
意
味
が
、
明
確
に
述

べ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

む
す
び

戦
時
下
に
お
け
る
融
和
教
育
の
展
開
を
、
長
野
県
に
つ
い
て
具
体
的
に
み
て
き

た
。
そ
の
特
徴
を
ま
と
め
る
と
、

旧
長
野
県
で
は
、
「
融
和
事
業
完
成
十
ケ
年
計
画
」
の
決
定
と
信
濃
同
仁
会
一
五
周

年
記
念
大
会
を
契
激
に
、
一
九
三
五
年
段
階
で
、
融
和
教
育
研
究
会
と
い
う
独
自
鼠

織
を
組
織
化
す
る
こ
と
が
決
ま
り
、
融
和
教
育
の
推
進
が
す
す
む
。

◎
三
六
年
、
三
七
年
、
中
融
協
に
よ
る
中
央
の
研
究
会
が
整
備
さ
れ
、
長
野
県
下
か
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ら
も
県
視
学
や
有
力
校
長
が
上
京
し
受
辞
し
て
そ
れ
を
県
内
に
お
ろ
し
、
中
央
集
権

的
に
融
和
教
育
が
教
化
政
策
と
し
て
地
方
に
貫
徹
さ
れ
る
。
そ
の
場
合
、
県
内
の
研

究
会
も
ま
た
、
校
長
ク
ラ
ス
や
有
力
訓
導
の
受
講
に
と
ど
ま
り
、
現
場
で
教
育
実
践

に
当
た
る
一
般
教
員
の
参
加
が
姪
と
ん
ど
少
な
い
。

周
一
九
三
七
年
四
月
、
信
濃
同
仁
会
が
長
野
県
同
仁
会
に
改
組
さ
れ
て
官
製
融
和
団

体
に
転
回
し
、
し
か
も
同
年
七
月
日
中
戦
争
が
全
面
化
し
た
た
め
、
長
野
県
の
融
和

教
育
は
大
き
く
国
家
政
策
に
追
従
し
た
。
そ
し
て
一
九
三
八
年
八
月
の
文
部
大
臣
訓

令
、
九
月
の
長
野
県
知
事
訓
令
を
契
燐
に
、
長
野
県
の
融
和
教
育
の
鼠
織
化
が
す
す

み
、
教
育
内
容
も
系
統
的
に
整
備
さ
れ
た
。
そ
し
て
融
和
教
育
の
理
念
に
、
「
新
東

亜
建
設
、
皇
民
錬
成
の
徹
底
」
と
い
っ
た
、
国
家
主
義
的
理
念
が
大
き
く
出
て
く
る

こ
と
に
な
る
。

㈲
中
融
協
の
融
和
教
育
指
定
校
と
な
っ
た
北
佐
久
郡
北
大
井
小
学
校
（
県
下
最
大
の

部
落
を
校
区
に
も
つ
）
は
、
一
九
三
九
年
一
年
間
研
究
を
つ
づ
け
、
『
興
亜
皇
民
錬

成
の
融
和
教
育
』
を
翌
年
刊
行
し
た
。
こ
の
記
鏡
は
、
北
大
井
小
全
教
負
の
努
力
の

結
晶
で
あ
り
、
研
究
実
践
記
録
で
あ
っ
た
。
記
録
は
、
融
和
問
題
の
認
識
、
基
礎
調

査
、
・
本
校
の
融
和
教
育
の
三
編
か
ら
成
る
。
き
わ
め
て
精
細
な
記
痕
を
刊
行
し
た
け

れ
ど
も
、
天
皇
制
国
家
に
よ
る
東
ア
ジ
ア
侵
略
の
た
め
の
「
新
東
亜
建
設
」
「
大
国

民
の
錬
成
」
と
い
っ
た
政
治
目
的
に
堕
し
た
の
で
あ
っ
た
。

一
九
四
〇
年
と
の
と
き
中
融
協
は
、
大
政
翼
賛
会
の
翼
下
に
入
り
、
国
家
主
義
的

な
人
間
像
の
養
成
に
協
力
す
る
が
、
前
述
『
興
亜
皇
民
錬
成
の
融
和
教
育
』
も
、
そ

の
よ
う
な
方
向
に
す
す
む
の
で
あ
る
。

そ
の
結
果
、
中
融
協
は
解
散
し
て
国
民
統
合
と
ア
ジ
ア
の
盟
主
と
し
て
の
「
大
国

民
」
養
成
を
め
ざ
す
同
和
奉
公
会
に
改
鼠
さ
れ
て
い
き
、
も
っ
ぱ
ら
「
興
亜
皇
民
の

錬
成
教
育
」
と
な
る
。

田
か
く
し
て
か
つ
て
の
融
和
教
育
の
熱
意
も
気
力
も
衰
え
、
国
家
目
的
だ
け
が
発
行

す
る
「
同
和
教
育
」
へ
と
転
換
し
衰
退
し
た
。
こ
の
結
果
、
㈲
と
も
併
せ
て
、
ど
の
よ

ぅ
に
熱
心
な
融
和
教
育
（
同
和
教
育
）
を
、
組
織
・
内
容
と
も
精
細
な
も
の
と
し
て

す
す
め
て
も
、
そ
の
理
念
が
ど
こ
に
向
け
ら
れ
る
か
に
よ
っ
て
、
ま
っ
た
く
違
っ
た

方
向
へ
す
す
む
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
ん
に
ち
の
同
和
教
育
の
す

す
め
か
た
に
つ
い
て
、
こ
の
教
訓
を
十
分
生
か
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
小
論
の
今
後
の
研
究
課
題
と
し
て
、
教
師
の
側
お
よ
び
児
童
・
生
徒
の
側
に

対
す
る
研
究
が
残
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
た
と
え
ば
資
料
が
お
も
に
「
融
和
時

報
」
と
い
う
こ
と
な
ど
も
含
め
て
、
方
法
上
の
新
し
い
道
が
開
拓
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
反
省
し
て
い
る
。

（
註
1
）
　
中
央
融
和
事
業
協
会
機
関
紙
「
融
和
時
報
」
九
二
号
（
昭
和
九
年
七
月
一
日
）

（
2
）
　
「
同
」
一
〇
九
号
（
昭
和
一
〇
年
二
一
月
一
日
）

（
3
）
　
「
同
」

（
4
）
　
「
同
」

（
5
）
　
「
同
」

（
6
）
　
「
同
」

（
7
）
　
「
同
」

（
8
）
　
「
同
」

（
9
）
　
「
同
」

二
〇
号
（
昭
和
二
年
一
月
一
日
）

一
二
二
号
（
昭
和
一
一
年
四
月
一
日
）

一
二
二
号
（
昭
和
一
二
年
一
月
一
日
）

一
二
三
号
（
昭
和
二
一
年
二
月
一
日
）

一
二
七
号
（
昭
和
一
二
年
大
月
一
日
）
、

二
二
一
号
（
昭
和
一
二
年
一
〇
月
一
日
）

一
四
二
号
（
昭
和
二
二
年
九
月
一
日
）
、

一
二
八
号
（
昭
和
一
二
年
七
月
一
日
）

同
一
四
三
号
（
昭
和
二
二
年
一
〇
月

一日）．

（
1
0
）
　
「
同
」
一
五
七
号
（
昭
和
一
四
年
二
一
月
一
日
）

（
ュ
1
）
　
「
同
」
一
五
九
号

（
㍑
）
　
「
同
」
　
〓
ハ
五
号

（
1
3
）
　
「
同
」
一
五
二
号

（
1
4
）
　
「
同
」
一
五
一
号

（
遁
）
　
「
同
」
一
五
四
号

（
1
6
）
　
「
同
」
一
五
九
号

（
昭
和
l
五
年
二
月
一
日
）

（
昭
和
一
五
年
八
月
一
日
）

（
昭
和
一
四
年
七
月
l
日
）

（
昭
和
二
四
年
六
月
一
日
）

（
昭
和
二
四
年
九
月
l
日
）

（
昭
和
一
五
年
二
月
一
日
）

（
1
7
）
（
2
1
）
　
県
立
長
野
図
書
館
所
蔵
、
北
佐
久
郡
北
大
井
尋
常
高
等
小
学
校
編
『
興
亜
皇
民

錬
成
の
融
和
教
育
』
の
小
林
孝
太
郎
校
長
の
「
序
」
な
ど
。

（
1
8
）
　
「
融
和
時
報
」
一
六
五
号
（
昭
和
一
五
年
八
月
一
日
）

（
1
9
）
　
「
同
」
一
七
三
号
（
昭
和
一
六
年
四
月
一
日
）

（
2
0
）
　
「
同
」
一
五
四
号
（
昭
和
一
四
年
九
月
一
日
）

（
2
2
）
　
『
興
亜
皇
民
錬
成
の
融
和
教
育
』
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（
2
3
）
（
2
4
）
（
2
5
）
　
部
落
問
題
究
所
編
『
水
平
運
動
史
の
研
究
』
第
一
巻
年
表
席

（
2
6
）
　
「
融
和
時
報
」
一
五
九
号
（
昭
和
一
五
年
二
月
l
日
）

（
2
7
）
（
3
0
）
　
「
同
和
国
民
運
動
」
一
七
七
号
（
昭
和
〓
ハ
年
八
月
一
日
）

（
2
8
）
（
3
1
）
　
「
同
」
一
八
一
号
（
昭
和
一
六
年
一
二
月
l
日
）

（
2
9
）
　
「
同
」
一
八
二
号
以
下

（
3
2
）
　
「
同
」
一
八
七
号
（
昭
和
一
七
年
六
月
一
日
）

（
3
3
）
　
「
同
」
一
九
一
号
（
昭
和
一
七
年
一
〇
月
一
日
）

（
3
4
）
（
3
5
）
　
「
同
」
一
八
四
号
（
昭
和
一
七
年
三
月
l
日
）
、
「
同
」
　
l
八
六
号
（
昭
和
一
七

年
五
月
l
日
）

（
3
6
）
　
「
同
」
一
九
七
号
（
昭
和
l
八
年
四
月
一
日
）
、
「
同
」
一
九
八
号
（
昭
和
一
八
年
五

月
一
日

（
3
7
）
　
「
同
」
一
九
八
号

（
3
8
）
　
「
同
」
一
九
六
号
（
昭
和
l
八
年
三
月
一
日
）

∧
付
記
＞
　
本
稿
は
、
一
九
八
七
年
八
月
二
三
日
、
東
日
本
部
落
問
題
研
究
集
会
の
歴
史
分

科
会
（
B
近
代
）
に
お
い
て
ロ
預
報
告
し
た
も
の
を
主
と
し
て
、
補
訂
成
稿
し
た
も
の
で
あ

る。

（歴史学）


